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【表紙】「ミニッツ」： 夫婦コミックデュオ。2017年から横浜・東京を中心に
活動するデュオで正統派ギター弾き語りの夫、オカリナ・鍵盤ハーモニカで
楽曲に風景を描く妻。法螺貝・瓢箪等の手作り楽器を用いた独特な演奏ス
タイルと夫婦漫才さながらのトークから「夫婦漫才ユニット」とも呼ばれ、音
楽フェスやイベント、公共施設で音楽を通じて元気や笑顔を共有、和の心
を大切にアレンジした個性あふれる楽曲とパフォーマンスの持ち味を生か
しイケベ楽器コンテストでベストパフォーマンス賞受賞、横浜文化遺産の
コンサートなど多数出演活動中。横浜市西区名人達人の会、会員。

音友レコード倶楽部
レコードコンサート開催。
川崎市国際交流センター
レセプションルーム
Light Musc／Jazz Date

12月12日（土）
13：00開場、13：15開演
参加費：          ￥1,500

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

そして音楽の旅は続く ジャズボーカリスト
星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。
●レコード倶楽部コンサートの問い合わせ

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

音友レコード倶楽部」はレセプションルームの広い会場で開催。
軽音楽ファンの集い「Light Music」＆ジャズファンの集い「Jazz Date」は暫くの間月１回開催。

連載15
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　デビュー前までは生活のために歌
の仕事をしたり、ニッポン放送の
「コッキーポップ」というラジオ番組
で大石吾郎さんのアシスタントをし
ていました。私にとっては初めての
「喋る仕事」だったので、当然ながら
NGの連発でした。まだ九州弁が抜
けていないのでアクセントを間違え
たり、「お葉書を読みます～」と言って
葉書の住所の読み間違いを連発。で
も吾郎さんとスタッフが優しく導い
てくれたおかげで「喋る仕事」を「楽
しい仕事」と思うようになり、それは
今でもたいへん役立っています。デ
ビューが決まってすべてを辞めなけ
ればならなくなった時は、とても残念
でした。
　さて「歌は世につれ」という曲でデ
ビューし、全国に宣伝して回るキャン
ペーンがスタートしました。しかし、専
属契約料が突如として高額になるわ
けでもないし、スタジオ仕事も辞め

てしまったので収入は激減。一瞬、お
金の心配がよぎりましたが心配は無
用でした。忙し過ぎて、自分のお金を
使う機会が少なくなってしまったか
ら。当時は新人への待遇も良く、家賃
を始め、毎日のようにスケジュール
が入っていたので食事も何もかも事
務所が経費で持ってくれました。デ
ビューって華やかなイメージがある
ので、それなりの収入がアーティスト
にもあると思われがちですが、売り
出す会社にとってのデビューとはそ
のアーティストへの投資をスタート
するということですから、デビュー＝
所得増ではないのです。だから売れ
なければ専属契約料も上がらない
し、印税も入りません。困窮したデ
ビュー当時は、経費を使ってくれる事
務所が大変ありがたかったです。ヤ
マハには全国に支店があり、イベン
トスペースもあったのでそこで唄っ
たり、コンサート、地方のテレビやラ
ジオ出演、新聞・雑誌の取材、夜はお
世話になっている地元の方とお食事
をしました。遅くにホテルに戻って翌
朝はまた列車で次の街へ。私は数日
分の着替えや洗面道具と共に、素晴
らしいけど重たいギターを持ち（私
は、大切な物は自分で持つタイプな

んです）、駅の階段では荷物の重さ
で泣きそうでしたが、どこに行っても
歌を聴いてくれる人が待っててくれ
ると思えば平気でした！そして数日置
きに家に帰るとまず洗濯です。まだ
洗濯機を買う余裕がなかったので手
洗いし、ギューギュー絞って室内干
し。次に帰京した時には乾いてると
いうサイクルでした。ある日帰宅した
ら、干している所の床にカビを発見、
疲れがドッと倍増したこともありまし
た。それまでは川崎市の鷺沼に住ん
でいましたが、事務所が青山のマン
ションを用意してくれたので引越を
しました。そのとき何はさておき、洗
濯機を買ったのは言うまでもありま
せん。
★Merry Christmas★

デビュー ＝ 所得増！・・・では全くなかった。

月２回開催しているレコードコンサート“ 軽音
楽ファンの集い「Light Music」＆ジャズファン
の集い「Jazz Date」”は暫くの間月１回“軽音
楽とジャズを聴くプログラム”に変更して開催
しています。デジタルには刻まれていない優し
い音をレコードのアナロクサウンドで探して見

ませんか。SP、LP、EPはもちろんCDなどを皆
さんと一緒に持ち寄り“懐かしいあの頃のレ
コードを聴く音楽の集い”に参加して音楽談義
やオーディオ談義を楽しんでいます。ぜひ皆さ
んも一度参加してみてください。（※SP盤持参
の場合は事前にご連絡ください。）

・日時：12月12日（土）13：00 開場／13：15 開演／17：00 閉会
・場所：川崎市国際交流センター・レセプションルーム
・住所：川崎市中原区木月祗園町2－2　電話044-435-7000

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

川崎市国際交流センター

音楽好きな友の会「軽音楽ファンの集い」、「ジャズファンの集い」は・・・
日時：12月12日（土）13：00 開場／13：15 開演／17：00 閉会
場所：川崎市国際交流センター・レセプションルーム

「やさしい日本語」研修会
●日時：12月5日（土）、12月12日（土） 午後1時～午後3時
　※2回の連続講座になりますので、両日とも出席をお願いいたします。
●参加費：無料／募集人数：30名（先着順）
●講師：高 偉建さん（国際交流基金日本語国際センター 専任講師）
●対象者：「やさしい日本語」に関心があり、
　「やさしい日本語」での情報発信にご協力いただける方
●申込方法：ホームページの申込フォーム、またはメールにて

皆さん、初めまして。綱島街道「稲荷
橋入口」信号沿いにある小さな薬
局、綱島街道薬局（そのままですね、
笑）で薬剤師をしております草野と
申します。開局当初は「ガラス張り
だから薬局だと思わなかったよ～」
とよく言われていましたが、最近は
あまり聞かれなくなったので少し地
域に馴染めてきたかな？と思ってお
ります。当薬局からの薬はもちろん、
他の薬局からもらったお薬の相談・

綱島街道薬局
〒211-0025
川崎市中原区木月2-16-10
TEL 044-750-0374
FAX 044-750-0384

▲綱島街道薬局外観

質問などもお受けしていますので、い
つでもご来局ください。マスクや消毒
液などの日用品も扱っておりますの
で、一度気軽に覘いて見て下さいね。
スタッフ一同でお待ちしております。

▲薬剤師：草野愛さん

イメージ

川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー
第95回 ランチタイム・ロビーコンサート
●日時：12月3日（木） 12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ　１階ロビー　●料金：無料
●出演： ピッコロ・グランデ／オペラアンサンブル・ソロ

●曲目：
フィガロの結婚より～
魔笛より～
コジ・ファン・トゥッテより～
ドン・ジョヴァンニより～

［プロフィール］ 私たちは、オペラの自主公演をするために結成
されたプロ・アマ混合のグループです。オペラはわかりやすく言
うと「コスプレのような格好をして、歌いながら演技をする」とい
うものです。年齢も経歴も職業も様々なメンバーが集まり、来年
7月の公演(中原市民館)に向けて楽しく熱心に練習に励んでい
ます。今回は、モーツァルトの最も有名な4つのオペラから重唱曲
とアリアを演技付きで演奏いたします。どうぞお楽しみ下さい。

【来場の注意点】
マスク着用、
連絡先記入、検温、
入場制限がございます。



https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャン、そして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

　数年前から1980年代の日本のシ
ティーポップが世界中で再評価され、
人気が出ているようです。特に竹内ま
りあの“Plastic Love”がその火付け
役で、爆発しているらしい。山下達郎
の刻むギターに乗せて、都会に住む女
性の愛と孤独を歌ったこの歌は、キラ
キラしたオシャレな生活が垣間見え、
華やかだった80年代を代表するよう
な歌でしたね。リアルタイムで聴いて
いた我々にしてみれば、35年経って、
やっと世界が追い付いたか！って感じ
ですね。もう一つ、ゴージャスな80年
代を代表するものとして、Ｆ-1グラン
プリがありました。中嶋悟、鈴木亜久
里などの活躍が楽しかった。日本の
メーカーもホンダをはじめ、ヤマハ、い
すず、スバルが参戦していました。ス
ポンサーとしてもレイトンハウス、フッ
トワーク、ゲオなどが多大な資金を注
ぎ込んでいましたね。本当に凄い時代
でした。テレビではフジテレビが独占
中継をして、古舘伊知郎さんの名調子
を楽しく聴いていたものです。その中
継のテーマソングを覚えていますか？
さぁ、ここら辺から音楽の話になって行
きますよ。今回はそんな煌びやかな時

代のゴージャスなフュージョンを3枚
ご紹介します。
　そのテーマソングとは、1987年リ
リース、ザ・スクエアのアルバム
「T R U T H」（写真①）の5曲目
“Truth”です。イントロからはレース
前のピリピリとした緊張感、テーマか
らは曲がりくねったコースを縦横無尽
に走り回る躍動感、サビからはホーム
ストレートをフルスロットルで駆け抜け
る疾走感が伝わってきます。これ程ま
でに映像と結びついている曲も珍し
いですよね。9曲目”Twil ight In 
Upper West”は全ての興奮を醒ま
すような、ちょっと湿り気のある上質な
バラードです。ゴージャスな夜を遊び
尽くし、帰宅するカーステレオから流
れていればピッタリな1曲です。余談
ですが、このバンドには一時期、私と
同姓同名のドラマーがいて、妙に親近
感を持ったものです。
　そこから遡ること5年。2枚目にご紹
介するのは1982年リリース、カシオ
ペアの「MINT JAMS」（写真②）で
す。このアルバムを初めて聴いた時の
衝撃は忘れられません。切れの良いギ
ター、タイトなリズム、躍動するベー
ス、有り余るテクニックとキャッチーな
メロディ、どれをとっても斬新で新鮮
でした。当時、楽器をやっていた連中
はみんなこのアルバムをコピーしたん
じゃないかな？ 2曲目“Asayake”か
ら3曲目”Midnight Rendezvous”
に続く演奏は日本のフュージョン史に
残るような名曲、名演ではないでしょ
うか？40年近く経った今聴いても、
ただただカッコ良いです。5曲目
”Domino Line”もお勧めです。
　最後にもう1枚。更に5年遡って
1977年、プリズムのデビューアルバ

ム「PRISM」（写真③）です。このバン
ドはスーパーギタリスト和田アキラを
中心にした日本初のフュージョンバン
ドと言われていて、デビュー前年には
武道館でエリック・クラプトンの前座
を務め、その圧倒的なパフォーマンス
で話題になったそうです。キラキラ豪
華な80年代の前夜のような70年代
後半、このバンドはただ綺麗に演奏す
るだけでは無く、メローな曲でも、どこ
か骨太な所があり、まるで野武士の集
団のような荒々しさがあります。お勧
めはまず1曲目”Morning Light”。ス
ムーズで心地よいテーマ、伸びやかな
ギター、跳ねるキーボード、プリズムを
代表するような1曲です。3曲目
“Dancing Moon”も良いですが、圧
巻は4曲目“Love Me”。もう43年前
の曲なのに、全く色褪せない、バラード
の名曲です。2：25からのギターソロ
は正に魂が籠っている。途中からアッ
プテンポになり、スローテンポに戻る
4：00までは特にカッコ良いですよ。
　今回は、煌びやかな時代のゴージャ
スな3枚のフュージョンのアルバムを
ご紹介しました。どのバンドのどの演
奏もレベルが高くて素晴らしいですよ
ね。私は、このような曲を何とか後世に
伝えていきたい。そんな思いで、この
記事を書いています。
　ところで、竹内まりあの”Plastic 
Love”、近年いろいろなアーティスト
がカバーしていますが、お勧めは
Friday Night Plansのバージョンで
す。原曲をリスペクトしつつ、ちゃんと
今風になっている。クールなボーカル
は安定感があってとても心地良いで
す。古い音楽ばっかり聴いています
が、新しい音楽もちゃんと聴いた方が
良いですよね。はい、努力します。

４ビートに首ったけ
日本が華やかでキラキラ輝いていた80年代、
音楽もゴージャスでしたね。 長谷部　徹

団塊じじいのジャケ買い遍歴

スウィープピッキングに挑戦 その2

オレンジリボン

　もう12月号。今年はとても早く感
じます。新型コロナウィルスの影響で
外出を自粛していた期間や、社会が
徐々にもどりつつあるとはいえ季節
感を感じるイベントの中止・縮小など
で、もう12月を迎えるということがと
ても不思議な感覚です。
　そんな中で、先日『オレンジリボン
ミュージックたすきリレー』というイベ
ントに参加させて頂きました。オレン
ジリボンとは、子ども虐待防止キャン
ペーンです。私がお世話になってい
るライブハウスが毎年10月最終日
曜日に東京タワー下の広場でライブ
を開催し、オレンジリボン運動の普及
活動に努めています。私もオレンジ
色の衣装を身に纏い、快晴の空の下
で演奏させて頂きました！
　イベントでは演奏の合間に、専門
の方をお招きしてインタビューをした
り、募金を呼びかけたり、児童相談所

と連携している対応ダイヤル”189”
の周知などの啓蒙活動を行いまし
た。ちなみにこちらのダイヤルは無料
で、些細なことやご自身、自分の家族
のことでも相談を受け付けています。
事件や異変は起こらないにこしたこ
とはないですが、もし何か気がかりな
ことがあった時のために、頭の片隅に
ぜひ入れておいてください。私たち
ができることは小さなことかもしれま
せんが、この記事や写真を見て、その

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

牧野くみ「くじら座」日記連載51

連載48連載09

連載32 Course: Addicted to Guitar

永瀬 晋

2020年12月12日（土）
川崎市国際交流センター

音友レコード倶楽部
Ligt Music & Jazz Date

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送
りいたします。
　今回は「スウィープピッキング」に
コード進行をつける。
　前回弾いていただいたフレーズは
コード一発のもの
でしたが、今度は
コード進行をつけ
て展開を作ります。
　音はコードの構
成音になっていて、
かなりクラシカルな
響きになります。

　80年代ハードロック系でよく使わ
れた手法ですね。
　Amと、その間にdimのコードトーン
を混ぜていきます。
　前半は3本弦を駆使したスウィープ
ピッキングで、締めは1弦から一気に5
弦までスウィープピッキングを決めて
いきます。

　このように一本弦上につき一音で
構成されているフレーズには非常に
有効な弾き方になります。
　前回説明した通りかなり癖のある
奏法ですが、使えるとものすごい便利
な奏法ですので是非チェックしてみて
くださいませ。
　ではまた次回！

後街でオレンジ色を見かけた時なん
かになんとなく「そういえばこういう
活動あったなぁ」と連想してもらえた
らいいなと思います。
　新型コロナウィルスの影響により、
先の見えない不安で心が荒むことも
あるかもしれません。自分のことで
いっぱいいっぱいな事も人間だから
当然あると思います。私もそうだ。そ
れでもどうかより優しい社会になるこ
とを願っています。

　台風14号が関東直撃で本日はど
うなるかと思いきや、以外な方向に進
路変更したので無事に開催されまし
た。本日はトロンボーン・コンボ「Ｊ＆
Ｋ」の特集を鑑賞しました。このコン
ボはプロデューサーのオジー・カデナ
がJ.J.ジョンソンと他のトロンボーン
奏者を組ませたアルバムを制作しよ
うとしたのが発端でした。当初はベ
ニー・グリーンが候補でしたが、この
時期多忙の為、カイ・ウィンディング
が候補に上がりました。実はこの二
人、名盤「クールの誕生」で別々の
セッションに参加している縁から始
まっています。二人の共通点は名だ
たるビッグバンドで演奏していた事、
作曲・編曲にも長けている事です。
1954年～56年という短期間の活動
でしたが、相性が良かったのか、事あ

るごとに一緒に演奏し、アルバムを制
作しています。また、クリード・テイ
ラーと活動することが多くベツレヘ
ム、インパルス(写真①)、ＣＴＩからア
ルバムを発表しています。本日最後
に聴いた「イスラエル」(写真②)のタ
イトル曲“イスラエル”は「クールの誕
生」でJ.J.ジョンソンが参加していた
曲です。1983年にカイ・ウィンディン
グが亡くなり、その前年に日本で開催
されたオーレックス・ジャズ・フェス
ティバルが最後の競演となりました。
持ち寄りタイムで印象に残ったのは
今年亡くなられた方を追悼する意味
で３枚のアルバムが取り上げられた
事です。最初は弘田三枝子のジャズ
ソング集「ジャズタイム」(写真③)から
の“アップ・ジャンプト・スプリング”で
す。昔ＴＶ番組ヒットパレードで“人形

の家”などのヒット曲を歌っていたイ
メージが強かったので新鮮な感じで
した。次はやはり今年亡くなられたピ
アノの巨匠マッコイ・タイナーがジャ
ズバイオリン奏者ステファン・グラッ
ペリと組み、1990年に発表された
デュオ・アルバム「ワン・オン・ワン」
(写真④)からの“アイ・ウォント・トゥ・
トーク・アバウト・ユー ”等です。まさ
かこの二人が共演し、デュオで演奏し
ている事を知らなかったのでこれも
新鮮な感じでした。また、最近亡くな
られたロック・ギターリスト、エディ・
ヴァン・ヘイレンがマイケル・ジャクソ
ンの“ビート・イット”の中でギターソ
ロを熱演していたという事でジャッ
キー・テラソンの「プッシュ」(写真⑤)
より“ビート・イット、ボデイー・アンド・
ソウル”などを聴かせていただきまし
た。　　（フレドリック・ジョーンズ記） 

偉大なるトロンボーン・コンボＪ＆Ｋ

▲①The Great Kai & J.J./
Kai Winding & J.J. Johnson

▲②ISREAL/Kai&J.J. ▲③Jazz Time/弘田美枝子 ▲④One On One/
Stephane Grappelli and 
McCoy Tyner

▲⑤ Push/Jacky Terrasson

2020年10月音友会の報告Light Music
& Jazz Date

　10月のレコード倶楽部も充分な
コロナ対策を行ないつつ、また台風
の余波のなか開催されました。今ま
でLight MusicのDJはフレドリッ
ク・ジョーンズさんが担当されてきま
したが、Jazz Date同様、DJ担当
の拡大を図るべく、今回は筆者が担
当しました。今回のLight Musicは
混声のポピュラーコーラスを特集し
ました。ジャズ、ポピュラーのコーラ
スグループは昔からありましたが、
1950年代以降、10人以上の編成
の大きいコーラスグループがいくつ
も誕生しました。アメリカの家庭には
彼らのレコードが必ずあったといわ
れます。家族で楽しめて、一緒に唄
える彼らのサウンドはテレビのレギュ
ラー番組になるほどの人気がありま
した。もっとも人気があったのがレ
イ・コニフ・シンガーズです。トロン
ボーン奏者、アレンジャーとして

アーティ・ショー楽団らで活躍したコ
ニフは'50年代半ばにコーラスグ
ループを結成、ビッグバンドとコーラ
スを融合した新しいスタイルで人気
を博し、'80年代に至るまで90枚以
上のアルバムをリリースしました。彼
の'67年のアルバム「This Is My 
Song」(写真①)より“メイム”を聴い
ていただきました。コニフと同時期
に活躍したジョニー・マン・シンガー
ズからは、トロンボーンのサイ・ゼン
トナー楽団との共演盤で'62年のグ
ラミー賞「ベスト・コーラス・アルバ
ム・オブ・ジ・イヤー」を受賞したアル
バム「Swing The Great Voices 
Of The Great Bands」(写真②)
より“ミシシッピ・マッド”を、さらに、
ペリー・コモのTVショーやレコー
ディングでの共演で知られるレイ・
チャールズ・シンガーズ（R&Bのレ
イ・チャールズとは別人）からは'62

年のアルバム「ROME REVISIT
-ED」(写真③)より、近年、発泡酒の
CMで使われていることでお馴染み
の“Vo la re”を、他にはアニタ・
カー・シンガーズなど、計9曲を聴い
ていただきました。後半の「持ち寄り
タイム」では、エレキギターと多重録
音の元祖、レス・ポールと夫人のメ
リー・フォードのヒット曲より“世界は
日の出を待っている”と“ハウ・ハイ・
ザ・ムーン”(写真④)を、フュージョン
のギタリスト、リー・リトナーが'70年
代後半に日本で制作し、全曲ダイレ
クトカッティング方式で録音された
アルバム「Gentle Thoughts」(写
真⑤)より“キャプテン・カリブ～ゲッ
タウェイ”など、今回もバラエティに
富んだ選曲で大変有意義なひとと
きでした。
　　　　　　　  (大場アキヒロ記)

アメリカの家庭では必ず聴かれた混声ポピュラーコーラス

▲①This Is My Song/
Ray Conniff Singers

▲②Swing The Great Voices
 Of The Great Bands/
The Johnny Mann Singers

▲③Rome Revisited/
Ray Charles Singers

▲④Super Best/
Les Paul & Mary Ford

▲⑤Gentle Thoughts/
Lee Ritenour & His Gentle
Thoughts

「Light Music」（軽音楽ファンの集い）
Ｊポップ最高のアルバム「HORO」特集
近年また活躍している小坂忠さんですが、ティン
パンアレイの面々がバックを努めたＪポップの金
字塔アルバム『ほうろう（HORO）』を全曲鑑賞し
ます。

「Jazz Date」（ジャズファンの集い）
兄弟・親子による共演
ジャズの世界にはアダレイ2兄弟・モンゴメリー
3兄弟・ジョーンズ３兄弟・ヒース３兄弟など傑出したブ
ラザーズが数多く活躍、また親子の共演も少なくありま
せん。今回は兄弟、親子による８組の演奏を鑑賞します。

▲②Mint Jams/
Casiopea

▲① Truth/
the Square

▲③Prism/Prism

「モットンクラブ」の登録アーティストメンバーが演奏動画を配信しています。
また演奏者の方々で「モットンクラブ」から発信希望の演奏動画も配信しています。

▲Bitches Brew／Miles Dewey Davis
ジャケットの画家はマティ・クラーワイン。
横尾忠則も傾倒したとされるアーチスト。

　ジョン・コルトレーンの「至上の愛」に
始まり、ボブ・ディランの詩の面白さ、
フォークからロックといった幅広い音
楽を聴くようになりました。洗練された
美しさに対し、情念溢れる表現や土俗
的な表現などにも興味がでてきまし
た。様々な表現に関われることで創作
への世界がグンと広がりました。
　このレコードジャケットを店頭で見つ
けた時、まさか「マイルス・ディビス」と
は思えませんでした。他のジャケットと

同様に大概が自身の写真だったり、モ
ダンなイラストだったりでしたから。
　ダリとマグリットを足して2で割った
様なシュールリアリズムでもあり、見た
ことのない画風に惹かれました。
　マイルスが、〈フュージョン〉と呼ばれ
るジャンルを確立した作品です。
　「ビッチェズ・ブリュー」は、ジャズ史
上最も革命的な作品の一つとみなさ
れています。レコードジャケットにもそ
の新しさが充分現れていました。絵を
担当したのは「マティ・クラーワイン」。
彼はサンタナ 「天の守護神」やジミ・ヘ
ンドリックス 「... And a Happy New 
Year」にも参加しています。模写して
みましたが、デッサン力ない私には当
たり前ですが到底出来るしろものでは
ありませんでした。
　当時、私は髪を肩まで伸ばし、ベル
ベットのパンツとロンドン・ブーツの出
で立ちで街を闊歩していました。70年
代の服装文化史では、当時の若者は
誰でもがこの様な出で立ちだったと
言っています。今で言う「痛い」スタイ
ルです。元住吉では異質極まりなくジ
ロジロ見られ、渋谷にだってそうはい
ません。だから物珍しさも在って若者

の異端児とか言われ、TVやラジオ、週
刊誌や新聞社等によく取材されまし
た。挙げ句の果てに「サンデー毎日」で
は〈東京日記〉なるタイトルでコラムの
連載もしました。アンダーグランドなる
演劇、モダンダンス、舞踏といったジャ
ンルのポスターをデザインし、自らも個
人映画、前衛音楽団といったサブカル
チャーの優越感にどっぷり浸かってい
ました　
　ところが、オイルショックにより、実家
の家業が倒産か否かの危機になった
のです。「家族で頑張って持ちこたえな
ければ何もかも無くなる」、「家業を手
伝え！」と父親から懇願されましたまし
た。いくら自分なりに仕事をしていても
親があっての放蕩息子でしたから実家
の倒産は腹に刺さります。
　朝5時から、職人と山ほど建材を積
んだ二トン車を操って浦安の広大な埋
め立て地、建て売り住宅の現場に向い
ます。当時は首都高速7号線でしか行
けませんでしたから時間が掛ったの何
の。こんな東京砂漠に誰が住むのか。
そう愚痴りながら私は肉体労働者に変
身し、夜はデザイナーと二足の草鞋を
はきました。（つづく）

サブカルチャーの優越感が、弾けとんだ。 神山 曻


